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自由とダルマ

調和主義の基礎的な哲学の一部。参照のこと：調和実在論、応用調和主義、人間の本質、調和の道、Logos、ダルマ。




問題

自由は近代哲学において最も論争的な言葉であり、最も誤解されている言葉である。あらゆる政治運動がそれを主張する。あらゆる倫理体系がそれを前提とする。あらゆる文明はそれが何を意味するかについてのいくつかの説明のもとに組織されている。そして、自由についての支配的な近代的説明 — 外部の強制がない状態としての自由、恣意的選択の力としての自由、自分自身で課さない秩序の拒否としての自由 — は共通の欠陥を共有している。それらは自由を何かに対してではなく、何かそのものとして定義しているのである。強制からの自由。伝統からの自由。自然からの自由。この言葉は不在を表現しており、存在を表現していない。すべてが取り除かれた後に残されるのは自由な人間ではなく、空の人間 — 方向感覚のない主体、それ自身として認識する世界を持たない意志である。

調和主義は、これが自由ではなく、自由の偽りであると考えている。本当の自由は秩序の不在ではない。それは秩序に参加する能力 — Logos、宇宙の固有な調和を認識し、ダルマを通じてそれに自分の行動を整列させる能力 — である。自由な人間とは、あらゆる制約が取り除かれた人ではなく、その能力が十分に清められ、目覚められ、統合されているため、自分たちの最も深い本質から行動することができる人である。自由は虚無ではない。それは能力 — あり、すべての能力のように、段階を認める、培養を必要とし、全体の人間が従事するときにのみその最も完全な表現に到達する。

これが現在の論文が展開する主張である。





自由の三つのレジスタ

自由は一つのことではなく、一つの強度で経験されるものではない。それはスペクトラム — 個人の意志と宇宙の秩序の間の統合の増加の勾配 — である。調和主義は三つのレジスタを識別する。それぞれは本物であり、それぞれは他なしには不完全であり、それぞれは次へと地盤を準備する。


自由から：反応的レジスタ

自由の最も基本的な経験は障害の除去である。解放された囚人。病気から解放されて動きを制限していた身体。固執的な思考パターンから解放された心。専制的な支配者から解放された共同体。これは自由としての否定 — 障害が溶解するという経験 — であり、それは本物である。鎖につながれて立っている人は、自由が彼らの除去よりも微妙な何かであると言われるべきではない。

しかし、自由からは構造的に不完全である。それは状態 — 特定の制約の不在 — を名付けるのであり、能力ではない。刑務所から解放された人はまだ問い続ける：自由は何のためか？ その答えは鎖の除去から生じるわけではない。どこか他の場所から来なければならない — 自分の本質についての理解、自分の目的についての理解、より大きな秩序の中での自分の場所についての理解から。これなしに、自由からは漂流に崩壊する。解放された主体は、方向なくオプションをさまよい、消費し、明確さなく選択を行使し、開放された可能性の眩暈を本物の代理店の経験に間違える。現代生活の多くはこのレジスタで機能している — 技術的には制約されない、本質的には方向感覚がない。



自由へ：自律的レジスタ

第二のレジスタは、自由が単なる外部の制約の不在ではなく、内部的能力の存在を必要とすることを認識する。自由へは行動する能力 — 意図を形成して実行する、目標を設定して追求する、ビジョンに従って自分の人生を形作る能力 — である。これは自律性 — 自己統治 — のレジスタであり、それはほとんどの近代倫理思想が自由を道徳的カテゴリーとして呼び出すときに意味するものである。自分に道徳法を与えるカント的主体、自分の人生計画を構築するリベラルな個人、自分の選択を通じて自分自身を定義する実存的な行為者 — すべてがこのレジスタで動作している。

自由へは自由からよりも本物の進歩である。なぜなら、それが行為者を活動的な力として認識し、障害が取り除かれた単なる空間としてではなく認識しているからである。しかし、それはそれ自身の欠陥を含んでおり、欠陥は構造的である。自律性は尋ねる：私は何を望むのか？ それは — その自身のリソース内では、できない — 尋ねない：私が望むものは自分自身の意志を超えた何かと整列しているか？ 自律的な主体は自分の選択に対して主権者であるが、自分の選択が賢明で、調和し、実在の粒と整列しているかどうかを評価する手段がない。彼は自由に選択することができるが、彼の自由が演習を価値のあるものであるすべてに向けられているかどうかを知ることはできない。これが自律性が、その限界まで押し進められたとき、充足をもたらすのではなく不安をもたらす理由 — 無制限の選択が、いかなる秩序にも根ざしていないならば、無制限の恣意性と区別がつかないという発見に伴う実存的な悪心 — である。

自由の最終的な説明としての自律性についての最も深い問題は、それが行為者を宇宙から切り離すということである。自由が自己立法を意味するならば — 意志が自分自身にしか答えないならば — その後、自然秩序、道徳秩序、宇宙秩序はすべて自由への障害（克服するべき制約）または無関係（自分に対する請求を持たない世界の特徴）のいずれかになる。これは正に近代西洋思想の軌跡である：デカルトの思考主体の孤立から、カントの自律的道徳行為者を通じて、サルトルの根本的な自己創造を通じて、すべての外部秩序が自由への障害（克服するべき制約）または無関係（自分に対する請求を持たない世界の特徴）のいずれかである現代個人に。各ステップは意志の範囲を増加させ、意志が機能する対象の範囲を減少させる。終点は、自由で自由あるために何も残っていないほど絶対的な自由である。



自由として：主権的レジスタ

第三のレジスタは、調和主義が主権的自由と名付けるもの — 制約の不在としてではなく、自己立法の能力としてではなく、個人が自分たちの最も深い本質と、その本質を通じて宇宙の秩序そのものと整列することとしての自由 — である。これは自由として — 参加としての自由、共鳴としての自由、自分の本質から行動するという経験としての自由 — である。

楽器を習得した音楽家は、スケールを制約として経験していない。それは彼女の創造性が自分自身を表現する媒体である。それらを取り除くと、彼女はより自由ではなく、沈黙する。レバレッジと運動量の原理と整列して動くために体が訓練された武術家は、それらの原理を課されたものとして経験していない。それは彼の力の建築である。反応的なパターンから清められた心を持つ観想的な人は、臨在を思考の限界として経験していない。それは思考が最も明確な形で生じる根拠である。

各場合に、自由は秩序によって減少させられない — それは構成されている。構造は行為者を制限していない。それが完全に実現されたときに行為者であるものである。これはあらゆる知恵の伝統がコードすることのある洞察である：ダルマは自由の籠ではなく、その充足である。ダルマから行動する — 人間の規模でLogosと整列することから — は外部の法律に従うことではなく、自分自身の本体的中心から操作することである。調和主義の理解では自由な人間とは、自分の最も深いレベルですでにであることから行動するのに十分な障害を清めた人である。自由は本質からの逃避ではなく、本質への返却である。

これは主権的自由が静寂主義や受動性であることを意味していない。それは最高形式の代理店である — 人間の断片ではなく全体から生じる行動。反応的自由から行動している人は彼らが抵抗するものによって駆動されている。自律的自由から行動している人は彼らが選択するものによって駆動されている。主権的自由から行動している人は彼らがであるものによって駆動される — そして彼らが、完全に清められ、目覚めたときにであるものは、宇宙を秩序付ける同じLogosの微視的表現である。このレジスタでは、意志と整列が収束する。行為者は自由と秩序の間の緊張を経験していない。なぜなら、秩序は外部的ではなく — それが行為者の本物の本質であり、認識され、具体化されているからである。






自由とロゴス

自由についての現代的な混乱は、根本的には、形而上学的な誤りである。宇宙がメカニズムであるならば — 物質の運動、盲目的な物理法則に支配され、内部性、目的、または数学的な領域の秩序以外の固有秩序を欠き — その後、自由はそのメカニズムからの逃避を意味するしかない。機械的な宇宙における自由な行為者は、決定的なウェブの外側の点から行動し、因果鎖を超越する人である。これが近代哲学が自由意志の問題と非常に進行して闘ってきた理由である：唯物主義の本体論では、自由は奇跡（無因果の原因）または幻想（ニューロンが計画に従って発火していながら選択する感覚）のいずれかである。本体論的なフレームワークは自由が実際に何であるかを収容することができないため、どちらのオプションも満足できない。

調和実在論はフレームワークを変えることでこの問題を解決する。宇宙がメカニズムではなく、本質的に調和のとれた秩序 — ロゴス、創造の支配的な組織化知性によって浸透された — であるならば、自由は本質の中での異常ではなく、その特徴である。宇宙は意識が逃げなければならない獄ではない。それは意識が整列することができる生きた秩序である。唯物主義者が説明できない自由意志は、調和実在論では、整列を可能にする本体論的付与 — 人間の存在が小宇宙として、ロゴスを認識して参加する能力 — または、またはそれから逸脱する能力で、結果が存在の各次元全体に明らかである。

これが調和主義が自由意志を哲学的なパズルではなく、人類学的事実 — 人間存在の定義特性 — として扱う理由である（人間の本質を参照）。魂の固有な向きは調和に向いているが、選択する能力は漂流する能力を意味する。不調和は人間の状態ではない — それは整列なしで行使される自由意志の結果である。ダルマは矯正である：外部コマンドは本来中立的な行為者に課されるのではなく、行為者の最も深い本質がすでに星々を秩序付けるのと同じロゴスで秩序付けられているという認識。ダルマの道は従順ではない。それは帰宅である。

したがって、自由とロゴスの関係は、有界の生き物と外部の法則の間の関係ではない。それは、それが生じた海からの波の関係である。波は本物である — それは自身の形を持ち、自身の運動を持ち、深さの表面全体にわたる自身の簡潔で繰り返せない軌跡を持つ。しかし、その実質は海の実質である。その活力は海の活力である。海と整列することは波であることをやめることではない — それは波が何で作られているかを知っている波として動くことである。主権的なレジスタでの自由は、この知識が制定されたものである。





自由のチャクラ建築

人間存在は単純な統一ではなく、多次元の建築 — 物理的体と低力体、低力体が八つのチャクラセンターを通じて表現される — であるため、自由は単一の均一な経験ではない。それはエネルギーシステムを通じて意識が上昇するにつれて定性的に変換する。ある高さでカウントされるものは、次の高さで一層微妙な奴隷制の形として認識されている。

第1チャクラでは、自由は生存 — 死亡の脅威の不在、生物学的必要のセキュリング — である。ルートが不安定な人は、より高いものに出席することはできない。これは本物であり、それを無視する自由についての哲学はその名前に値しない。

第2と第3チャクラでは、自由は欲望の習得と個人的な力の出現である。反応性からの自由から — 感情的なサージに会う能力であり、それで掃き去られない。目的から行動する自由へむしろ強制から。これらのセンターの偉大な仕事は、生の駆動を直接意志に変換することである — 恐怖から思いやり、切望から創造的な力、自我主張から奉仕。現代世界がが「自由」と呼ぶもののほとんどはこのレジスタで動作する：外部の干渉なく自分の欲望を追求する能力。それは本物であるが、部分的である。

第4チャクラ — 心、アナハタ — では、自由はその最初の定性的変換を受ける。ここで、意志は個人的であることをやめる。愛、調和主義の意味で — 感情ではなく、聖なるものの直接的に感じられた存在 — 自己利益と世界利益の間の境界を溶かす。目覚めた心から行動している人は、ダルマを欲望への制約として経験していない。なぜなら、欲望そのものが再組織されているから：自分が望むことと正しいことが収束し始めている。これが主権的自由の経験的な地盤である — 抵抗や主張ではなく、整列から行動する行為者が最初のレジスタ。

第6チャクラ — アージュナ、心の目 — では、自由は明晰さになる。目撃者の能力は完全に活性化される：思考、感情、および脈動を制御されずに観察する能力。これが刺激と反応の間のスペース — 本物の選択が生まれるスペース — である（習得の階層を参照）。目覚めたアージュナから操作している人は、条件付けに対して闘わない — 彼らはそれを見通す。このレジスタでの自由は努力ではなく、透明性：明確にされた心は、何が本当かを見て、それに従って行動するだけである。

第7と第8チャクラ — クラウンとソウル — では、自由は個人的なフレームを完全に超越する。意識は自分自身を波と海、個別と宇宙の両方として認識する。このレジスタでの自由意志は、ある分離した自己を世界に対して主張することではなく、自分自身の展開を通じてロゴスの透明な参加である。武術の伝統はこれをウーウェイと呼ぶ — 努力のない行動。バガヴァッド・ギーターはそれをニシュカマ・カルマと呼ぶ — 完全な強度で行われた欲のない行動。調和主義はそれを調和の最高の表現と呼ぶ：ダルマと非常に完全に整列された人生であり、自分が意志するものと宇宙が要求するものの区別が消滅した — 意志が消滅したのではなく、充足されたため。

発展的な勾配は明確である：生存としての自由から、個人的な力としての自由を通じて、愛としての自由を通じて、明晰さとしての自由を通じて、透明な整列としての自由に。各レベルには前のものが含まれ、超越される。どのレベルもスキップすることはできない。調和の輪は、他の多くのもの中で、この上昇の実践的な建築である — あらゆるレベルでのすべての障害の体系的な清掃は、人間存在ですでに潜んでいる自由が、連続した上昇の高さのレジスタでそれ自身を表現することができるように。





逆説は解決される

あらゆる決定論対自由の議論を悩ます逆説 — 現実が秩序付けられているなら、どのように行為者は自由になることができるのか？ — は秩序の本質が正しく理解されたら消滅する。機械的な秩序は制約する。調和のとれた秩序は有効にする。違いは程度の問題ではなく、本体論的である。

メカニズムは外部的な関係のシステム：自らから生じない力によって押し出されたり、引っ張られたりするパーツ。メカニズム内での自由は、最高で、チェーンのギャップ — 無因果の原因、物理学に密輸された奇跡 — である。調和は内部的な関係のシステム：全体ほど同じくらいそれらのパターンを表現するパーツ。ノートはコードから自由になるために逃げる必要はない。その自由はコードへの完全な参加である — その響き、最大の共鳴で、それに一意的に独自の周波数。コードを削除し、ノートはより自由ではなくなる。それはノイズになる。

これが最も深い自由が、逆説的に、最も深い必要性のように感じる理由である。完全なダルマ的整列で生きている人は、実存的なが経験する苦悩した開いた選択を経験していない — 無制限の可能性の眩暈。彼らは認識に近いものを経験する：これが私が何であるかである。これは私が鳴らすために作られたノートである。 自由は選択にではなく、存在にある — 行為者は、ロゴスを認識してそれに参加することができるという種類の存在であるという事実で。選択は本当のままである — 漂流はいつでも可能であり、不整列はいつでも利用可能である — しかし、選択の最高の演習は整列を選ぶことであり、整列の最高の経験は最も本物の自分でいることの経験である。

ダルマは、したがって、自由の敵ではなく、その条件ではない。ロゴスなしの宇宙 — 固有の秩序なしで、調和なしで、現実のための理解できる粒なしで — 自由が無意味であった宇宙になるだろう：行為者は選択することができるが、選択する価値があるものは何もないだろう、整列を求めるための何もないだろう、充足する本質はないだろう。それは正に現実が構造を持っているから — ロゴスが本当だから — 自由が気まぐれ以上のものであるということである。自由は秩序の中で自分の場所を見つける能力であり、その場所を完全な力で表現する能力である。これは調和の道が培養するものである。これは調和が実践するものである。そして、これが「自由」という言葉が調和主義の地盤から話されるときに意味するものである：すべての不在ではなく、最も重要なものの存在 — 人間の人生を、それを支える宇宙と整列させるという経験される整列。



参照のこと：調和主義、調和実在論、応用調和主義、人間の本質、調和の道、在存の状態、意志力、ダルマ、Logos、臨在
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